
西三サークル（2025 年 3 月） 

「生徒とともに数学をつくる」             名雪 順一 

 

（１）私の教育との関わり 
1951 年、民間の数学教育研究団体「数学教育協議会」が設立されました。その

趣意書には、「数学教育に関心を持つ教師・保護者・研究者・学生らが、“すべての

子どもたちに質の高い数学”をめざし、自主的な研究・実践活動をする」と述べら

れています。その設立趣意書の起草者の一人が遠山啓さんです。 

 1985 年、遠山啓さんの教育理念、「点数序列をしない、競争原理を超えた、ひと

りひとりを生かす教育」を目指した自由の森学園中学校・高等学校が遠藤豊さんに

よって創立されました。 

 私は、創立の年に、数学科教員として採用され、その後、明星学園中学校、シュ

タイナー学園高校といずれも自由な校風の学校で過ごしてきました。 

 

（２）授業はハップニング！？ 
① パスカルの三角形の規則を見つけよう？  

生徒「じゅういちのなんじょう」、私「はぁ？」「？？？」 

② １＋３＋５＋・・・の第 100 項までの和は？ 

      生徒「5050＋4950＝10000」、私「えっ？」「何？」 

③ ある自然数をｎとします。次は？ 

      生徒「オー(o)」、私「えっ？」「あっ、なるほど！！」 

 

（３）数学を学ぶ意味 
 ① 「５－３」は、リンゴが 5 個あります。3 個食べたら残りは？ 

   ５から３を引いて、２個です。 

 「３－５」は、リンゴが３個あります。５個食べたら残りは？ 

   これは不可能です。３個しかないものを５個は食べられません。 

    ３から５を引くことは出来ません。 

  では、「３－５」はどう考えるのでしょうか？ 

ある生徒が、「リンゴが 2 個足りない」と言いました。そうです。 

2 個足りないは、どう表せばいいでしょうか？「－2」です。 



したがって、余りは＋、不足は－で表すと考えればいいのです。 

そうすると、「３－５」は、余り 3、不足５です。よって、不足 2 になりま

す。だから、「－2」です。（余りが 3 で、不足が 3 の場合は０） 

 「―２－５」は、不足 2 と不足５です。よって、不足 7、「－7」です。 

   「引けないこと」を「不足している」と発想を変えることによって、正負

の計算を可能にしました。正負の計算を学ぶことによって、新しい考え方を

手に入れることが出来ました。これが数学を学ぶ意味の一つだと思います。 

② 面積 1 の正方形の一辺の⾧さは、１です。面積４の正方形の一辺の⾧さは、

２です。面積９の正方形の一辺の⾧さは、３です。 

  では、面積２、３、５、６、７、８、10 の正方形の一辺の⾧さは、何でし

ょう？ √2、√3、√5、√6、√7、√8、√10 です。 

正方形の面積 1 から 10 までの 10 個でも、一辺が整数になるのは３個で

す。残りの 7 個は無理数です。多数の世界を学ぶほうが自然であり、豊かな

発想になります。これも数学を学ぶ意味の一つだと思います。 

 

（４） 授業を創る 
① 生徒が興味・関心を持つタイムリーな話題、教材を提供。 

    ② ヒントになる教具を提供。（ゲーム、工作、実験） 

 ③ 生徒の考えを引き出す。 

    ④ 法則を見つける。 

 ⑤ どこに生かされているか？どのように役立っているか？ 

 

（５）授業づくりの目標 
 ① 生徒の頭を、知識を貯め込む倉庫にせず、創造するための工場にする。 

② 生徒が創造者、発見者、研究者になる授業 

  

（６）教育の言葉 
・ 『教育は、大人から子どもへの最高の贈り物』（佐藤一成（元公立中校⾧）） 

・ 『教えるということは、こちらが差し出したものがつらい義務ではなく 

貴重な贈り物だと感じられるようなものであるべきです』（アインシュタイン） 

 



「19 × 19 までの速い計算」授業案          名雪順一 

（参考文献：「小学生がたった 1日で 19×19 までかんぺきに暗算できる本」 ダイヤモンド社）    

 

T：「11 から 19 までの 2 つの数字を言ってください」 

S：「18 と 16」 

T：「では、18×16 の計算を競争しましょう」 

生徒は、計算する。私は、次のように板書する。 

18×16＝240 

48 

        288 

ここで、答えを確認する。288 となり正解で、私の方が速い。 

これを後、2、3 回同様に繰り返す。  

（例）① 12×14＝160    ② 19×15＝240      ③ 17×13＝200 

             8                     45                   21 

                   168                    285                  221 

すべて私の方が速く正解する。 

T：「なぜ、私の方が速いのでしょうか？」 

S：「？？？」 

T：「板書を見て、何か気づきませんか？」 

S：「下の数値は、両方の数の一の位どうしを掛けている」 

T:「確認してみましょう。① 2 × 4 = 8、② 9× 5 = 45、③ 7× 3 = 21」 

T：「あってますね。上の数値は、どうでしょうか」 

S：「前の数に、後ろの数の一の位を足して、０を付ける」 

T：「確認してみましょう。① 12 + 4 = 16 → 160、② 19+5 = 24 → 240、 

③ 17+3 = 20 → 200、いいですね」 

T：「速い計算方法は、分かりましたか？」 

S：「分かった！①の場合、12 + 4 = 16 → 160、2 × 4 = 8、160 + 8 = 168」 

T：「では、19×19 をやってみましょう」 

S：「19 + 9 = 28 → 280、9 × 9 = 81、280 + 81 = 361」 



S：「これは速い！」 

T：「速い計算方法は、分かりましたね」 

S：「分かった！分かった！すげ～！」 

T：「では、なぜ、この方法で出来るのでしょうか？」 

T：「かけ算は、縦×横＝面積のように、面積が求まります。」 

T：「面積図で考えてみましょう」 

12×14 を下記のように板書する。図（１）を描き、（２）を生徒と一緒に面

積を埋める。図（3）は描かずに、生徒が気付くのを待つ。 

     図（１）            図（２）           図（３） 
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  12                              ⇒ 10        100        40     ⇒  10      100 

    

                                      2         20         8          2        20         8 

 

                                                                       4        40 

                                                                              16×10 ＋8 ＝168 

T：「板書を見て、何か気づかないかな？」 

S：「？？？」 

T：「速い計算方法と面積図をよ～く見ると、12 + 4 = 16 → 160 ですね」 

S：「右上の面積 40 を 90°左回転して、左下に移動すると縦が 16、横が 10 

になるから、16×10＝160、それに出っ張っている 8 を足すと 168」 

ここで、私が図（3）を描き、生徒の言ったことを板書する。 

T：「この図でいいですか？」 

S：「いいです」 

T：「みなさん、理解できましたか？」 

S：「わかりました！」 

T：「では、ノートに 19×19 の面積図を描いて確認してみましょう？」 

生徒は、ノートに描いて確認する。机間巡視をして、様子を見る。 

T：「どうですか？出来ましたか？」 

T：「では、どうなったか、発表してください」 



S：「左上の面積 100、左下 90、右上 90、右下 81。右上を左下に持っていく 

と、縦が 10＋9＋9 で、28、だから、28×10＝280、これに 81 をたすと 

361 となる」 

T：「すばらしい！みなさん、いいですね」 

S：「いいです」 

T：「これが、11×11 から 19×19 までの速い計算の方法です」 

 

ここで、重要なことは、 

12 × 14 = (10 + 2)(10 + 4) = 10 × 10 + 10 × 4 + 2 × 10 + 2 × 4  
                         =    100    +      40   +    20     +    8 

               ①    ②   ③   ④ 

のように、４つの面積を求めるということです。 

 この速い計算をする目的は、文字式の式の展開につなげるためです。 

例えば、(𝑥 + 3)(𝑥 + 4)                      𝑥            4                 𝑥            4 

=  𝑥2 + 4𝑥 + 3𝑥 + 12             𝑥                        𝑥   𝑥2    4𝑥 

=  𝑥2 + 7𝑥 + 12                                     ⇒ 

                                  3                        3    3𝑥    12 

 

2 項式×2 項式の計算は、４つの単項式の和になります。 

面積図で視覚化し、４つの面積を求めることを強く印象付けることによって、

式の展開において、(𝑥 + 3)2 = 𝑥2 + 9 のような誤答を防ぐことができます。 

 また、この面積図に慣れておくことは、因数分解をするとき、面積図より、

縦と横を見つけやすくなり、因数分解に大変役に立ちます。 

（例）𝑥2 + 7𝑥 + 12 = (𝑥 + 3)(𝑥 + 4) （面積 ＝ 縦 × 横） 

さらに、面積図は、2 次方程式を解くとき、解の公式を創るとき、2 次関

数の平方完成をするときにも大活躍をします。 

授業において、ただ単に面積を求めるのでは、生徒は興味を持ってくれま

せん。生徒にとって、速い計算が出来るという「お得感」があり、その理由

を面積図で説明できることによって、面積図の良さを認識してくれます。 

授業創りは、生徒に「お得感」を感じさせることが大切だと思います。 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 
 



 



 

 



 



 



 
 



 
 



 



 


